怒りの 虫 



i 島 与 志 雄 



く 不整だった。 食慾 も 不整で、 而も 次第に 減退して ゆ 

くようだった。 飲酒 慾 だけ は 常に 旺盛だった。 物忘れ 

が甚 しく、 時に よると 記憶 全体が ぼ ー つと 陰った。 全 

身に いつも 倦怠感が あった。 注意力が 散漫だった。 こ 

れ はいった いどうした ことか。 肝臓に でも 異変が ある 

のか も 知れない ぞ。 こんな 肉体 はもうた くさんだ。 > 

木 山が 呼 鈴 を 押す の を 見て、 由 美 子 は 心配げ に 眉 根 

を 寄せた。 

「またお 酒でしょう。 もうこれ ぐらいに なすったら。 

お 身体が わるい とか 仰 言って たじゃありません かご 

「な あに、 大丈夫で すよ。 日本酒 だけなら、 いくら 飲 



ん だって …… ご 

¥ お前が 要求す るの は、 酒、 酒、 ただ 酒 だけな のか。 

> 

「それで は、 ほんと に 愛情 を 育てて いって 下さる おつ 

もりです ね ご 

「そうです。 いま 言った 通りです ご 

「それでも、 わたしが 塚 本と 同じ 家に 住む となると、 

やはりお いやで しょうご 

「そり や あいやで すね。」 

「では、 どう すれば よろしい の ご 

「あなたの 決心 次第です ご 



< 俺が いま、 彼女 を 抱きしめて やったら、 彼女の 心 は 

すぐに 和らぐ だろう。 然し、 そのこと がいった い 何 だ。 

俺 自身、 自分の 肉体に 愛想が つき てるじ やない か。 彼 

女 を 抱いて 寝ながら、 俺 は 夜中に よく 汗をかいた。 か 

りに、 アル コー ルが 体内に ぱっと 燃え立つ、 そのせ い 

だとしても、 見っともなく、 薄汚い じ やない か。 汗の 

臭気 ほど 下等な もの はない。 彼女 だって、 汗をかく こ 

とが あるし、 心臓 を どきつ かせる。 なんて ざま だ。 い 

や、 俺 はもつ とひ どい。 ふだんで さえ、 ぶるぶる 震え 

る 手で 酒杯 を 持ち、 頭の 天辺から 湯気 を 立て、 動悸 を 

早めて る。 なんて いやらしい 肉体 だ。 お前の ような も 



の は、 もうた くさんだ。 別れよう じ やない か。 さよな 

らだ。 お前と きっぱり 訣別したら、 俺 は どんなに か 

清々 する だろう。 ざま あ 見ろ。 これで さようなら だ。 

お前が いくら 追つ かけて 来ようと、 俺 はもう 振り向き 

もしない ぞ。 穢ら わしい 奴 だ。 お前ば かり か、 由 美 子 

の 肉体 だって、 八重 子の 肉体 だって、 穢ら わし さに 変 

り はない。 由 美 子の は、 腋臭め いた 臭気が する し、 八 

重 子の は 白髪染めの 臭気が する。 いくら 香水 を ふりま 

いても だめ だ。 ざま あ 見ろ。 さようなら だ。 > 

由 美 子 は 木 山の 肩 を 捉えて 揺った。 

「木 山さん、 起きて 下さい。 そして、 はっきり 言って 



「勝手にな さるが いいで しょうご 

そして 立ち上り、 室の 中 をぐ るぐ る 歩き 廻った。 暴 

風の 前兆 は 彼の 方に あった。 頭が くらくらし、 やたら 

に 腹が立った。 

「僕の 気持ち は 前に 言った 通りです。 あなた はいつ ま 

でも 後戻りば かりして いる。 別れようと 僕に 言わせた 

いんでしょう。 そんなら それでよ ろしい。 御 随意に な 

すって 下さ い。」 

ぐるぐ る 歩いて、 それから 炬鐽に 半身 を 入れて 仰向 

きに 寝そべ つ た。 

< 俺 は 何 を 言って るんだ。 肉体に 訣別して、 そしてな 



にか しら 精神的な 愛情 を 求めて、 あっぷあっぷ してる 

んじ やない か。 それが どうして 言葉 に 言 い 現わせない 

のか。 なぜ 率直に 彼女に 言えない のか。 > 

由 美 子の 手が 伸びて きて、 彼 は 引き起された。 

「別れるなら 別れる と、 はっき リ 致しましょう。 ふて 

くされた 真似 は、 わたしい やです わご 

「僕 もい やです ご 

「そんなら、 どうなん です の ご 

「理屈 も 僕 はい やです。 同じ こと を 繰り返す の もい や 

です。 あなたと 別れる の もい やです。 何もかも いやで 

す。 業 は 自分自身まで いやにな つて るんで す。 腹 を 立 



どうせ 塚 本さん にも 知れて る 害です。 逢った 上で、 

きっぱり 話 をつ けましょう ご 

「いけません。 わたしい やです。 第一、 奥 さま を どう 

なさる つもりです かご 

「誤解し ないで 下さい。 家内と は 関係の ない ことです。 

ただ、 塚 本さん に 逢って、 僕たちの こと を はっきり さ 

してお きたいんで すご 

< また、 何 を 言って るんだ。 腹立ち まぎれの 出たら め 

な 思いつきに 過ぎない じ やない か。 果して 実行の 意志 

が あるか。 彼女から それ を 言い出された とすれば、 お 

前 は きっぱり 断った に違いない。 出たら め を 言うな。 



ばかな こと を 言い出して、 ますます 話 を こん ぐら かす 

ばかり じ やない か。 お前 はいった いどうしょう という 

んだ。 > 

由 美 子 は 黙 りこんで しまった。 それから ふいに、 彼 

に キス を 求めた。 

「分りました わ、 あなたのお 気持ち。 わたし 安心して 

時期 を 待ちましょう ご 

「時期です つて …… ご 

「いよいよの 時まで、 静かに 待って おります わご 

「よろしい、 僕に 任せて おいて 下さい ご 

そして また、 約束の しるしの 冷い キス をした。 



それだけで、 そして 酒 を 飲む だけで、 温い 情愛 は 湧 

いて こなかった。 

< 俺 はまった くどう かしてる よう だ。 なぜ 彼女 を やさ 

しくいた わって やれない のか。 自分自身 を やさしく い 

た わって やれない のか。 これ はま さしく 肝臓の せいだ。 

肝臓が どこか 悪い の だ。 肝臓の 悪い 肉体なん か、 ちき 

しょう、 打つ ちゃって しまえ。 > 

木 山 は 不快な 気分に 陥って いった。 女中が 風呂の こ 

と を 聞きに 来たが、 彼 は 一 言で 断った。 

由 美 子 ももう 言葉 少なに なり、 へんに 打ち沈ん でい 

た。 



「今日は、 これで 帰る ことにしましょう か。 ちょっと 

用 もあります から ご 

「そうです ね。 僕 も、 もう ちょっと 飲んで から、 そう 

だ、 出かける ことにし ようご 

あやふやな 話の まま、 自動車 を 呼んで、 由 美 子 は 先 

にョ おって、，' つ た。 

「二三 日のう ち、 またお 目に かかれます かしら ご 

「ええ、 いつでも、 明日で もよ ろしい。 お 電話 下さい ご 

「こんど は、 のんびり とお 目に かか リ ましょうね ご 

彼女の 最後の 言葉 を、 木 山 は炬鐽 にもぐ り 込んで 反 

芻して みた。 



< のんびりと、 ゆったり と、 たのしく …… 初めのう ち 

はそう だ つ たが、 どうして 今日の ような ことにな つ た 

のか。 彼女の 態度 も 悪い が、 原因 は 俺に も あるら しい。 

肝臓 だ。 肝臓が 悪 いんだ。 > 

彼 は 他に ちょっと 廻ろうかと 思いつい たが、 疲労 を 

覚えた し、 酔っても いたので、 やめて しまい、 改めて、 

芸者 を 二人 呼んで 酒 を 飲み 続けた。 意識が 中断し、 時 

間 も 停止し、 何 を どうした か 判然とせ ず、 いつ 自宅に 

帰った かも 分らず、 翌朝 遅く 眼を覚 して、 初めて 人心 

地が ついた。 



八重 子 は 眉間に 皺 を 寄せ ていた。 

木 山 は 頭 を 拭きながら 言った。 

「ばかな。 神経の せいだろ うご 

「神経の せいに しても、 そうな つ たら、 どうなん でしよ 

うね。 わたくし、 ぞっとし ます わご 

「だから、 医者に みせな さいと、 いつも 言つ てるじ や 

、 ゝ o 一 

るレカ 」 

「あなたが おみせな さるなら、 わたくし もそう します 

わ。 あなたの 方 こそ、 きっと どこかお 悪 いんです よ。 

寝汗 をお かきな すったり、 頭から 汗 をお 出しな すった 

り …… ご 



みせる よご 

言って しまつてから、 木 山 はます ます 不快に なった _ 

実際、 脈搏が 早くな つていた ので ある。 白髪染めの 八 

重 子の 髪の 臭いが、 気のせい か 鼻に ついて きた。 

彼 はいい 加減に 酒 を 切り上げて、 外出の 仕度 を 始め 

た。 

そこへ、 事務所から、 というより 地方 新聞の 出張所 

から、 電話が かかって きた。 

その 地方の 神社の 一 つに、 みごとな 松 並木 を 持って 

るの があった。 その 松のう ち、 二 本 ほど、 昨年から 枯 

れ かかって いた。 県の 技手の 調査に よると、 松食虫の 



な 迷信が 残って るの か。 さっさと 切り倒せ ばいい じ や 

ヽ ゝ o 一 

るレカ 」 

くどくどと、 また 弁解の 言葉だった。 

「そんな こと、 取り合う のがば からしい。 電報 を 打つ 

んだ。 松食虫に 相違ない から、 切り倒せと、 電報に す 

るんだ ご 

なお くどくどと、 弁解の 言葉だった。 

「そんな 下らない 用 は 打ち切って しまえ。 僕 は 今日は 

行かない からね ご 

二十 分 ほど も 怒り 散らして、 木 山 は 電話口 を 離れた。 

彼 は 書斎に 上って ゆき、 茶の間に 下りて き、 庭 をぶ 
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